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県
北
中
学
校

改
築

エ
事
が
始
ま
る

老
朽
化
が
進
み
、
危
険
校
舎

に
指

定
さ
れ
て
い
た
県
北
中
掌
校
の
改
築

工
事
が
、
来
年
八
月
完
成
を
目
指
し

始
ま
り
ま
し
た
。

現
在
の
校
舎
は
、
昭
和
二
十
五
年

に
建
て
ら
れ
、
以
来
一
二
十
五
年
を
経

て
老
朽
化
が
激
し
く
、
二
年
が
か
り

の
改
築
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

起
工
式
は
、
七
月
二
十
九
日
午
前

十
時
か
ら
建
設
工
事
現
鳩
で
行
わ
れ
、

菊
地
政
治
町
畏
を
は
じ
め
、
町
関
係

者
、
町
議
会
議
員
、
工
事
請
負
業
者

な
ど
が
出
席
し
ま
し
た
。

新
校
舎
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

一
二
階
建
て
、
約
五
千
平
方
Ｕ
で
、
普

通
教
室
十
五
、
特
別
教
室
十
、
多
目

的
ホ

ー
ル
な

ど
が

設

置
さ

れ
、
Ｔ
一
事

費

は
七
億
四

千
六

百
万

円

と
な

っ
て

い
ま
す

。
主
体
Ｔ
一

事

は
仙
台

市
の

佐

藤
工

業
株

式
会

社

東
北

支
店

が
落

札

し

、
電
訊

設
備
Ｔ
一

事

は
桑
折
町

の

菊

池

電
設
工

業
株

式

会

社
が

、
機

械
設

備
工

事

は
福

鳥
市

ほ

か
の
光

和

・
奈

久

・
後

藤
設
備

建

設
工

事

企
業
体

が

Ｍ

負
う

こ
と

に
な

り
ま
し

た
。

今
月

号
は

、
斬

校
舎

の
兄
取

図
一

配

置
図

を
紹

介

い

た
し

ま
す
。

▲昭和25年に建てられた校舎

配　置　図
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昭和59 年度国保医療費 の実態

増　え　る　医　療　費
国見町 の支払額 5億818 万円

一世帯 26万円

昭
和
6
0
年
度
の
国
保
予
算

昭
和
六
十
年
度
の
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
当
初
予
算
は
、

総
額
五
憶
九
千
万
円
で
、
昨
年
度
に
比
べ
六
・
一
％
の
伸
び
と

な
り
ま
し
た
。
伸
び
た
の
は
、
み
ん
な
で
使
う
医
療
費
の
増
加

と
受
診
率
の
高
い
こ
と
が
大
き
な
原
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
月
は
、
お
も
に
国
民
健
康
保
険
と
国
保
税
に
つ
い
て
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

一

人
九
万

二

干
円

の

医
療
費

今
年
の
国
保
会
計
に
占

釣
る
医
療

費
の
総
額
は
、
歳
出
総
額
の
九
二
％

に
あ
た
る
五
億
四
千
二
百
六
十
九
万

円
で
、
昨
年
贋
と
比

べ
六
・
四
％
の

増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
月
割
り
に
す
る
と
、
四
千

五
百
二
十
二
万
円
の
給
付
額
と
な
り
、

年
間

｝
世
帯
あ
た
り
で
は
約
三
十
万

円
、

】
人
あ
た
り
で
は
約
九
万
二
千

円
の
大
き
な
金
額
と
な
り
ま
す
．

昨
年
度
は
、
一
世
帯
あ
た
り
杓
二

十
六
万
円
（
負
担
し
て

い
た
だ
い
た

国
保
税
は
約
十
二
万
五
千
円
）
一
人

あ
た
り
で
は
約
六
万
六
千
円
（
同
じ

く
国
保
脱
は
約
四
万
一
千
円

）
の
医

療
費
か
使
わ
れ
ま
し
た
．

医
療
費
が
少
な
く
な
れ
ば
、
当
然

負
担
す
べ
き
国
保
税
が
少
な
く
な
り

ま
す
。
一
人
ひ
と
り
が
常
に
健
康
に

注
意
し
た
い
も
の
で
す
。
ち
ょ
っ
と

し
た
心
が
け
が
国
民
健
康
保
険
の
豪

計
を
助
け
る
要
因
と
な
る
わ
け
で
す
。

国

保
税
率決

ま

る
｀

昭
和
六
十
年
度
国
民
健
康
保
険
税

の
税
串
改
正
か
七
月
の
臨
時
議
会
で

決
ま
り
ま
し
た
。

今
年
も
医
療
費
の
増
加
が
見
込
ま

れ
る
な
ど
、
九
・
二
％
引
き
上
げ
ら

れ
。

｝
世
帯
あ
た
り
平
均
一
万
二
千

三
百
四
十
円
の
負
担
増
と
な
り
ま
す
。

60年度　国 保 税 率

｜所得削　4  . 47 %

Ⅲ均等剖　16 .674円

Ｕ賢産割　.65  %

IV平等割23,634 円
（ｌ 人 ） （ Ｉ 世 帯 ）

保険税額算定例(町の平均世帯の場合)

（ ４ 人）

・所　 得　 額　 】,457.000円

・課 税 標 準　1  靆 97. 円

・固定資産税額　　46.  引 5円

Ｉ所 得 割　(  4 - )　　53.505 円

Ⅱ資　産　割　 （-ａtｒ･）　　15,121 円

Ⅲ均 等 割　 （16,674）　　66.696 円

Ⅳ平 等 割　(  .6  )　　23.6 円

国保決定年税額 1  .98 円

※最高限度額は35万円です。



高
額
療
養
費
制
度
が
変
わ
り
ま
し
た

高
額
療
養
費
と
は

一
人
の
人
が
一
か
月
の
間
に
、
一

つ
の
病
院
（
診
療
所
）
で
五
万
一
千

円
（
市
町
村
民
税
非
課
税
世
術
の
人

は
三
万
円
）
以
上
の
一
郎
負
担
金
を

支
払
っ
た
場
合
は
、
五
万
一
千
円
を

超
え
た
分
は
、
あ
と
で
国
保
か
ら
払

い
戻
し
て
も
ら
え
ま
す
。
こ
れ
か
高

額
療
養
費
を
支
給
す
る
制
度
で
す
。

こ
の
制
度
が
あ
る
限
り
、
私
た
ち
は

ど
ん
な
重
い
病
気
を
し
て
も
、
あ
る

い
は
ど
ん
な
大
き
な
手
術
を
う
け
て

も
。
一
か
月
の
医
療
費
の
自
己
負
担

は
五
万
一
千
円
で
す
む
わ
け
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
今
回
法
律
改
正
が
あ

り
、
高
額
療
養
費
支
給
制
度
の
仕
組

み
が
改
善
さ
れ
、
昭
和
五
十
九
年
十

月
一
日
か
ら
、
次
の
よ
う
な
場
合
で

も
給
付
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
。
自
己

負
担
が
軽
く
な
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

①
同
一
世
帯
で
同
一
月
に
三
万
円
以

上
の
自
己
負
担
か
二
件
（
回
）
以

上
あ
っ
た
場
合
。

②
同
一
世
帯
で
前
十
二
か
月
間
に
四

回
以
上
の
高
額
医
療
費
の
支
給
を

受
け
る
場
合
。

③
長
期
療
養
で
高
額
な
治
療
を
継
続

し
て
行
う
必
要
の
あ
る
病
気
の
場

合
。

三
万
円
、
月
二
回
以

上
支
払
っ
た
場
合

一
つ

の
世

帯
で

、
一

か
月

に
三
万

円

（
市

町
村

民
税

非
課

税
世

帯
の
人

は

二
万

一
千
円

）
以

上

の
自

己
負

担

を

二
件

（
回

）
以
上

支
払

っ
た
場

合

（

一
人

の
人

が
二

回
以
上

支
払

う
か
、

あ

る

い
は
二

人
以
上

の
家

族

が
支
払

っ

た
場
合

）

は
、
そ

れ
ら
の

自
己

負

担

は
全
部

合

算
さ

れ
て
．
合

わ

せ
て

五
万

一
千

円

（
市

町
村
民

脱
非

課
税

世
帯

の
人

は

三
万
円

）
を
超

え

る
部

分
は

、
あ

と
で

園

保
か

ら
払

い
戻
さ

れ
ま

す
．

た
だ
し

、
合

算
さ

れ
る

の
は

、
同

じ
国

保

の
被

保
険
者

に
限

ら
れ

、
他

の
医

療

保
険

（
健

康
保
険

や
共
済

組

合
な

ど
）

の
加

入
者

と
は
合

算

さ
れ

ま
せ

ん
．

年

四
回

以

上

の

高
額
療
養
費
‘

一
つ
の
世
帯
で
．
一
年
間
に
四
回

以
上
高
額
療
養
費
の
支
給
を
う
け
た

楊
合
は
、
四
回
目
か
ら
高
額
療
養
費

の
支

袷

対
象
額

は
．

一
か

月
三

万
円

（
市

町
村

民
税
非

課

税
世

帯
は
二

万

一
千

円
）

を
超
え

る

額
と

な
り
、

三

万
円

（
二
万

一
千

円

）
を
超

え

た
医

療

費
は
全
額

あ

と
か

ら
払

い
戻

さ
れ

ま
す
．

一

年
間

と

い
う

の

は
、

最
初

の
高

額
療

養
費

の
支

給
を

う
け

た
と
き

か

ら
十

二
か

月
間

と

い
う

こ

と
で
す

．

ｔ

二

か
月

を

経
遇

し
て

か
ら
後

も
、

ど
の
十
二

か
月

間

を
と

っ
て
も
四

回

以

上

高
額

触
当

と

い
う

状
態
が

続
く

か
ぎ
り
Ｉ
‘一
万
円

｛

二
万

一
千
円

｝
を

差
し
引

い
た
額

が
払

い
戻

さ
れ

ま
す
．

こ

の
場

合
で
も

、

回
数

か
辿

算
さ

れ

る
の
は

同
じ

国

保
の
被

保
険
者

に

限

ら
れ
．

他
の

医
療

保
険

（
健

康
保

険
や

共
済

組
合

な

ど
）

の
加
人
者

は

除

か
れ
ま

す
．

健
康
優
良
家
庭
紹
介

【
】
八
年
連
続

衣
庭
（

一

家
庭
）

▽
菅

野
秋
雄

（
内

谷
東

）

「
」
七

年
連

続
家

庭
（
一

家
庭
）

▽
吉

田
夕
ヵ

｛
貝
ｍ

｝

口
六
年
連
続
家
庭
（
一
家
庭
）

▽
瀬
戸
幸
一
（
中
部
）

口
五
年
連
続
家
庭
（

Ξ
家
庭

▽
引
地
幸
一
（
駅
前
）
▽
半
沢
幸
祐

（
官
町
南
）
▽
井
砂
み
さ
を
（
宮
町

北
）

口
四
年
連
続
案
庭
（
二
案
庭
）

▽
松
浦
セ
ツ
（
石
毋
田
原
）
▽
斎
藤

マ
サ
エ
（
光
明
寺
）

口

三
年
連
続
家
庭
（
七
家
庭
）

▽
菅
野
マ
ツ
エ
｛
駅
前
｝
▽
大
隈
賢

二
（
石
母
田
原
）
▽
小
幡
喜
一
（
第

三
）
▽
引
地
茂
太
郎
（
徳
江
北
）

▽
八
巻
次
男
（
徳
江
北
）
▽
佐
藤
岩

男
｛
山
根
｝
▽
安
部
ト
ラ
（
第
一
二
）

「
」
二
年

連
続
家

庭
（

十
一
家

庭
）

▽
大
竹
竹
夫
（
本
町
）
▽
菊
地
古
伴

（
石
母
田
原
）
▽
菊
地
正
（
石
母
田

東
）
▽
八
巻
光
夫
（
源
宗
山
東
）

Ｖ
長
谷
川
サ
チ
子
（
板
橋
）
▽
高
鶴

安
雄
（
泉
田
上
）
▽
仲
野
周
助
（
泉

田
中
）
▽
石
川
政
博
（
第
四
）
▽
梭

沢
栄
子
（
高
城
）
▽
八
巻
吉
子
（
源

宗
山
西
）
▽
菊
地
ヤ
ス
（
耕
谷
）

ロ

ー
年
家
庭
（
三
十
六
家
庭
）

▽
菅
野
重
夫
（
駅
前
）
▽
古
川
ひ
さ

子
（
大
町
南
）
▽
村
上
桂
子
（
大
町

市
）
▽
本
田
幸
二
（
大
町
甫
）
▽
吉

田
ト
ミ
｛
富
町
附
｝
▽
唐
見
清
彦

（
富
町
北
）
▽
安
田
正
夫
（
町
東
）

▽
鈴
木
次
男
｛
町
柬
｝
▽
安
達
友
吉

（
鶉
町
）
▽
松
浦
信
（
流
山
）
▽
大

波
一
男
（
山
崎
舘
）
▽
高
擒
茂
（
山

崎
舘
）
▽
佐
藤
恵
子
（
小
坂
）
▽
高

原
初
治
（
太
田
川
）
▽
高
橋
源
治

（
泉
田
中
）
▽
安
積
イ
キ
（
泉
田
中
）

▽
佐
藤
勝
男
（
泉
田
中
）
▽
鴨
田
定

夫
（
内
谷
東
）
▽
田
中
（

ツ
（
第
一
）

▽
斎
藤
幸
平
（
第
三
）
▽
村
上
ア
キ

エ
（
第
四
）
▽
八
巻
栄
夬
（
偲
江
北
）

▽
佐
野
正
光
（
第
九
）
▽
佐
久
間
儀

兵
衛
（
第
十
二
）
▽
菊
地
エ
イ
（
第

十
二
）
▽
永
山
正
明
（
貝
田
）
▽
遠

藤
正
（
光
明
寺
）
▽
上
沢
芳
正
（
大

木
一
ご

▽
小
林
泰
一
（
原
町
）
▽
松

浦
善
蔵
（
築
舘
）
▽
玉
手
豊
（
中
部
）

▽
鈴
木
林
之
助
（
川
内
）
▽
斎
藤
武

男
（
川
内
）
△
角
田
正
男
（
宮
東
）

▽
八
島
ソ
テ
（
山
崎
小
舘
）
▽
斎
藤

長
一
（
石
母
田
西
）総

計
六
十
二
家
庭

卜
五
年
連
餓
の
井
砂
み
さ
を
さ
ん
（
乃
廠
）

『
毎
朝
、
梅
干
と
ド
ク
ダ
ミ
を
熏
じ
た
の

そ
飲
ん
で
い
ま
す
』
と
健
康
の
ｂ
や
？
を

菻
っ
て
く
れ
ま
し
た
．



国民年金積立金還元融資施設

町民プールがオープン

『
国

見

町
運
動

公
園

』｛
森

山
字
上

野
台

｝
に

、
待
望

の
町

民
プ

ー
ル
か

完

成

し
、
夜

間
照

明
の
整

り
た
テ
ニ

ス
コ

ー
ト

と
も

ど
も

。
七
月

二
十
六

日

に
落
成

式
典

か
行
わ

れ
ま
し

た

。

菊

地
政

治
町
長

の
あ

い
さ

つ
の
あ

と
、

亀
岡

義
彦
、

斎
藤

栄
古
画

県
議

、

賀
藤
貞
町
議
会
議
長
、
本
宿
尚
公
立

藤
田
総
合
病
院
長
が
祝
辞
を
述
べ
ま

し
た
’

こ
の
あ
と
テ

ー
プ
カ
ｙ
卜
か

行
わ
れ
、
藤
田
愛
暘
会
の
協
力
で
二

百
羽
の
鳩
か
放
鳩
さ
れ
ま
し
た
。

式
終
了
後
、
県
北
中
水
泳
郎
員
、

公
民
館
の
石
川
紀
子
さ
ん
か
模
範
演

技
を
行

い
ま
し
た
。
午
後
か
ら
は
。

オ
ー
プ
ン
記
念
と
し
て
無
科
開
放
し
、

待
ち
か
ね
た
チ
ビ
ッ
子
た
ち
か
、
続

々
と
詰
め
か
け
歓
声
を
あ
げ
て
い
ま

し
た
。

プ
ー
ル
の
使
用
時
間
は
一
回
二
時

間
で
、
午
前
九
時
半
、
午
後
一
時
。

午
後
三
時
半
、
午
後
六
時
（
ナ
イ
タ

ー
ヽ

の
四
回
で
、
料
金
は
、
大
人
百

円
（
ナ
イ
タ
ー
二
百
円
）、
高
校
生
五

十
円
（
ナ
イ
タ
ー
百
円
）、
小
・
中
学

生
三
十
円
（
ナ
イ
タ
ー
五
十
円
）、
幼

児
は
無
料
で
す
。
な
お
、
幼
児
お
よ

び
小
学
生
（
ナ
イ
タ
ー
の
場
合
は
中

学
生
も
含
む
〉
は
必
ず
保
護
者
同
伴

と
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
各
戸
に
配
布
し
た

「
利
用

す
る
み

な

さ

ん
へ

」
か
町

民
プ

ー

ル
（

酋
八
丘

１
五
七

。・
友

一

ま

た
は
公
民

館

（

魯
八
圧
一

二
六

ヒ

六

）
へ

お
問

い
合

わ

せ
く
だ

さ

い
。

ま

た
、
こ

の
口

か

ら
勤

労
者
体

育
セ

ン

タ

ー
。
テ

ニ
ス
コ

ー

ト
も
利

用
再

闘
さ

れ

ま
し

た
。
テ

ニ
ス
コ

ー
ト

に
も
夜

間
照

明

が
設

置
さ

れ
、
午

後

九
時

ま
で
利
川

で

き

ま
す

。

Ａテープカットする爾地町長､来賓の皆さん

Ａ歓戸を上げながら泳ぐチピッ子たち▲ナイターで夕涼みをかねながら



私の質問箱

年金Ｑ＆Ａ

年
金
制
度
は
ど
の

よ
う
に
改
正
さ
れ

た
の
で
す
か
？

今
回
の

年
金
改
正
の
目

的

は
、
高
齢
化
社
会
の

ピ

Ｉ

ク
を
迎
え

る
2
1世
紀
に
お

い
て

も
年
金
制
度
を
公
平

か
つ
安
定
的

に
運
営
し
て

い
く

た
め
の
基
盤
を

確
保
す
る
こ
と
で
す
。

そ
の
改
正
の
第
１
の
柱
は
、
国

民
年
金
を
、
国
民
に
共
通
す
る
基

礎
年
金
を
支
給
す

る
制
度
に
発
展

さ
せ
、
こ
れ
ま
で
制
度
の
分
立
に

伴
っ
て
生
じ
て

い
た
制
度
間
の
格

差
や
制
度
基
盤
の
不
安
定
な
ど
の

問
題
を
解
決
し
、
長
期
的

に
公
平

で
安
定
し

た
制
度
体

系
へ
再
編
成

す
る
こ
と
で
す
。

こ
れ
に
伴
い
、
国
民
年
金
は
、

被
保
険
者
の
範
囲

が
厚
生
年
金
保

険
の
被
保
険
者
と
そ
の
配
偶
者
に

ま
で
拡
大

さ
れ
、
基
礎
年
金
を
支

給
す
る
制
度
に
な
り
ま
す
。
一
方
、

厚
生
年
金
保
険
は
原
則
と
し
て
報

酬
比
例
の
年
金

を
支
給
す

る
「
基

礎
年
金
の
上
乗
せ
」
の
制
度
と
し

て
位
置
付
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
り

、

令
体
と
し
て
い
わ
ゆ
る
二

階
建
の

年
金
制
度
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
船
員
保
険
の
職
務
外
年

金
部
門
は
、
厚
生
年
金
保
険
に
統

合

さ
れ
ま
す
。

改
正
の
第
２
の
柱
は
、
今
後
受

給
権

が
発
生
す

る
年
金
の
給
付
水

準

が
、
現
行
制
度
の
ま
ま
で

は
、
加

人
年
数
の
伸
艮
に
伴
う
年
金
額
の

増
人

に
よ
り
現
役
動
労
者
（
被
保

険
者
ｙ

の
所
得
水
準
と
の

バ
ラ

ン

ス
を
失
す

る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
の
で
、
現
在
支
給
さ
れ
て

い
る
標
準
的
な
年
金
の
水
準
（
現

役
勤
労
者
の
平
均
賃
金
の
6
8％

程

度
）

を
将
米

に
お
い
て
も
維
持
し

て

い
く
と
の
観
点
に
立
っ
て
。
徐

々
に
給
付
水
準
の
適
正
化
を
行
う

こ

と
で
す
。

こ
の
給
付
水
準
の
適
正
化
に
伴

い
、
将
来
に

お
け
る
保
険
料
負
担

に
つ
い
て
も
相
当
軽
減
さ
れ
る
こ

と

に
な
り

ま
す
。

な
お
、
既
裁
定
の
年
金
に
つ
い

て

は
、
原
則
と
し
て
従
来
ど

お
り

と
し
、
そ
の
給
付

水
準
か
下

が
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

改
正

の
第
３
の
柱
は

、
す

べ
て

の
婦
人

に
つ
い
て

、
国
民
年
金
の

適
用
対
象
と
し

、
。圃
有
の
基
礎
年

金
を
受
け
る
こ
と

が
で
き

る
よ
う

「
婦
人
の
年
金
権
」
を
保
障
す
る
と

と
も
に
、
世
帯
と
し
て
適
正
な
給

付
水
準
を
確
保
す
る
こ
と
に
あ
り

ま
す
。

そ
の
他
、
物
価
ス
ラ
イ

ド
の
実

施
時
期
を
４
月
に
繰
り
上

げ
る
ほ

か
、
障
害
者
の
所
得
保
陣
に
つ
い

て
も
大
幅
な
改
善

が
図
ら
れ
ま
す
。

21世紀にむけて基盤を確保



今 年 は

国勢調査の年
②

○
仕
事
の状

態
に
つ
い
て

国
勢
調
査
で
は
就
業
の
状
態
を
詳

し
く
記
入
し
て
い
た
だ
く
項
ｉ
が
あ

り
ま
す
。
こ
れ
は
、
人
口
の
就
業
・

非
就
業
の
状
態
を
明
ら
か
に
し
、
労

働
力
人
口
や
鹿
業
別
の
就
業
者
数
、

職
業
別
の
麓
業
者
数
を
は
捏
し
て
経

済
政
策
や
地
城
計
画
な
ど
の
基
礎
資

料
に
す
る
た
め
で
す
。

仕
事
を
し
て
い
る
か
ど
う
か
、
ま

た
は
ど
ん
な
仕
事
か
は
、
国
勢
調
査

の
場
合
、
九
月
二
十
四
日
か
ら
三
十

日
ま
で
の
一
週
間
の
状
態
を
記
入
し

て
い
た
だ
く
方
法
を
と
り
ま
す
。
そ

う
し
な
い
と
、
い
く
っ
も
の
仕
事
を

か
か
え
て
い
る
人
。
仕
事
の
日
が
一

定
し
て

い
な
い
人
、
季
節
的
な
仕
事

を
し
て

い
る
人
な
ど
の
場
合
、
取
扱

い
に
困
離
を
生
じ
る
か
ら
で
す
．

○
勤
め
先
の
名
称
や
仕
事
の
内
容
・

仕
事
の
種
類
は
畔
し
く

黻

め
先
。
業
主
な
ど
の
内
容
を
詳

し
く
記
入
し
て
い
た
だ
く
の
は
、
就

業
者
の
所
属
す
る
産
業
を
は
握
す
る

た
め
で
、
勤

め
先
ご
と
の
集
計
な
ど

を
行
う
た

め
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

産
業
の
分
頻
は
、
農
業
や
廸
政
築
、

サ
ー
ビ
ス
業
な
ど
の
大
分
類
だ
け
で

な
く
、
ニ

ー
○
の
小
項
目
に
分
順
す

る
た

め
詳
し
い
記
入
が
必
要
に
な
り

ま
す
。

本
人
の
仕
事
の
種
類
を
記
入
し
て

い
た
だ
く
の
は
、
こ
れ
に
よ
っ
て
職

業
分
類
を
す
る
た
め
で
す
。
産
業
の

発
展
に
伴
っ
て
、
同
じ
産
業
で
あ
り

な
が
ら
職
種
か
多
岐
に
わ
た
る
ヶ
Ｉ

ス
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
し
た
か

り
て
、
産
業
や
従
業
上
の
地
位
と
は

違
っ
た
角
度
か
ら
、
経
済
構
造
の
発

展
を
つ
か
む
う
え
で
の
基
礎
賢
料
と

な
り
ま
す
。
こ
れ
も
、
二
九
三
と
い

う
小
項
目
に
分
類
す
る
の
で
、
詳
し

く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

国
勢
調
査
の

人
口
を
あ
て
よ
う

～

国

勢

調

査

人

ロ

ク

イ

ズ

～

今
年
十
月
一
日
の
国
勢
調
査
で
の

国
見
町
の
人
口
は
、
何
人
で
し
ょ
う

か
？
町
で
は
、
国
勢
調
査
ク
イ
ズ
を

行
っ
て
い
ま
す
。
一
万
こ
干
人
前
後

の
人
口
が
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
こ
の

人
口
を
ズ
バ
リ
当
て
ま
し
ょ
う
。
賞

品
を
多
数
用
意
し
て
い
ま
す
。
皆
さ

ん
、
ど
し
ど
し
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

応
募
の
方
法
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
記
入
の
方
法

（

ガ
キ
に
予
想
人
口
を
○
○
○
人

と
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
住
所
、

氏
名
、
年
齢
。
電
話
番
号
も
お
書

き
く
だ
さ
い
・

○
宛
　
先

国
見
町
大
字
藤
田
宇
一
丁
田
二
２

の
Ｉ
　
　

国
見
町
役
場
企
画
課

○
締
切
日

九
月
三
十
日
（
当
日
消
印
有
効
）

○

賞ズ
バ
リ
賞
、
加
後
賞
．
そ
の
他

○
応
募
資
格

岡

見
町

民
で
、

一

人
一
通

ま
で

身近にある野草・薬草

14

ウ ツ ボ グ サ

日
当
た
り
の
よ
い
路
傍
や
野
原
に

自
生
す
る
多
年
草
。
日
本
。
朝
鮮
、

中
国
、
シ
ベ
リ
ア
に
分
布
。

高
さ
十
五
～
三
十

氓
に
な
り
、
茎

は
方
形
で
葉
は
対
生
し
、
全
株
に
あ

ら
い
毛
が
密
生
し
て
い
ま
す
。
初
夏

に
茎
瑣
に
紫
色
の
辱
形
花
を
つ
け
ま

す
が
、
八
月
ご
ろ
に
、
急
に
花
穂
が

褐
色
に
変
わ
り
ま
す
。
花
後
。
地
面

を
は
う
長
い
茎
を
伸
ば
し
て
繁
殖
し

ま
す
。

▼
薬
用
▲

花
穂
が
褐
色
に
な
り
か
け
た
こ
ろ
、

花
穂
の
み
を
と
り
日
干
し
に
。

゛

’゙

口
内
炎
・
扁
桃
炎
に
　
一
回
量
夏
枯

草
三
～
五
グ
ラ

ム
を
水
三
百

に
で
煎

じ
、
煎
汁
で
随
時
う
が
い
を
し
ま
す
。

利
尿
薬
に
　
腎
臓
炎
。
膀
胱
炎
な
ど

に
、
一
日
量
＋

グ
ラ
ム
を
煎
じ
て
内

服
し
ま
す
。

暑
気
ぱ
ら
い
に
お
茶
　
夏
枯
草
を
刻

み
適
当
量
の
水
を
加
え
て
サ
ッ
と
沸

騰
さ
せ
。
お
茶
か
わ
り
に
飲
み
ま
す
。

ほ
う
ろ
う
引
き
の
や
か
ん
か
土
び
ん

を
利
用
。

結
膜
炎
に
　
一
回
五
グ
ラ
ム
を
水
二

百
に
で
煎
じ
、
沸
騰
し
た
ら
火
か
ら

お
ろ
し
、
し
ば
ら
く
お
い
て
、
上
澄

み
を
脱
脂
綿
で
こ
し
て
洗
眼
し
ま
す
。

冷
蔵
庫
に
入
れ
、
一
～
二
日
で
使
い

き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

▼
食
用
▲

花
び
ら
は
指
で
穂
か
ら
引
き
抜
く

よ
う
に
、
若
苗
は
担
ぎ
わ
か
ら
、
葉

は
や
わ
ら
か
い
も
の
を
、
そ
れ
ぞ
れ

探
取
し
ま
す
。

料
理

葉
は
生
の
ま
ま
サ
ラ
ダ
、
か

き
楊
げ
、
汁
の
実
に
、
酢
入
り
の
熱

湯
で
サ

。
と
ゆ
で
、
酢
の
物
に
。
若

苗
、
葉
は
ゆ
で
て
煮
び
た
し
、
あ
え

物
に
。（

山
野
草

カ
ラ

ー
百
科

か
ら
）



ふるさとの文化財
町有形文化財

三常院木造阿弥陀

三尊立像－一三櫑

菊　池　利　雄

光
明
寺
村
の
鎮
守
御
蔵
神
社
の
、

境
内
に
あ
る
下
ノ
池
に
接
し
て
、
高

寺
山
三
常
院

４
１
ｔ

が
あ
る
．

『
光
明
寺
村
誌
』
に
よ
れ
ば
、
三

常
院
は
信
夫
郡
鳥
獣
村
に
あ
る
天
台

宗
観
音
寺
の
末
寺
と
さ
れ
．
文
徳
天

皇
の
天
安
元
年
（
八
五
七
）
『
に
、
僧

堯
養
に
よ

り
て
高
寺
山
に
開
基
創
建

さ
れ
た
と
あ
り
、
本
尊
の
阿
弥
陀
仏

は
慈
覚
大
師
の
作
と
さ
れ
る
．
天
礎

年
間
（
八
七
七
～
八
八
四
）
に
野
火

に
か
か
り
て
焼
失
し
た
か
、
仏
像
は

運
び
だ
さ
れ
て
、
山
麓
の
現
在
地
に

移
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て

い
る
．

堂
内
に
は
．
阿
弥
陀
如
来
を
本
尊

と
し
．
勢
至
・
観
音
の
両
菩
薩
を
脇

待
と
す
る
阿
弥
陀
三
尊
立
鴪
か
安
置

さ
れ
て
い
る
・

仏
像
は
一
家
造
の
手

法
で
調
成
さ
れ
、
豐
ｔ

の
手
法
や
浅

い
衣
文
は
藤
原
末
期
の
様
式
を
示
し
．

荒
け
ず
り
な
鉈
調
の
あ
と
に
素
朴
で

ひ
な
ぴ
た
。
東
北
の
仏
ら
し
い
美
し

さ
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

地
方
の
仏
師
の
作
で
町
内
で
は
最

も
古
い
仏
像
で
あ
り
、
背
面
に
は
野

火
に
よ
る
焼
跡
、
顔
面
に
は
造
眼
の

さ
い
の
損
傷
か
あ
り
、
光
背
・
台
座

は
後
世
の
作
で
あ
る
。

釈
尊
入
滅
の
二
千
年
後
に
は
、
仏

教
で
脱
か
れ
る
舮
酊

の
世
に
入
？

’

仏
法
は
救
い
の
力
を
失
い
。
天
災
・

地
変
や
人
災
か
し
き
り
に
起
こ
っ
て
。

非
道
か
行
わ
れ
暗
黒
の
世
界
か
到
来

す
る
と
さ
れ
。
我
・国
で
は
こ
の
時
期

に
あ
た
る
と
さ
れ
る
平
安
時
代
の
中

頃
か
ら
「
末
法
思
想
」
が
盛
行
す
る
。

し
か
し
。
末
法
の
世
に
お
い
て
も
、

阿
弥
陀
如
来
に
深
く
帰
依
し
て
念
仏

を
噛
え
れ
ば
、
こ
の
仏
の
お
わ
す
西

方
極
楽
浄
土
へ
往
生
で
き
る
と
い
わ

れ
る
「
阿
弥
陀
信
仰
」
が
龠
貧
を
と

わ
ず
に
、
ひ
ろ
い
階
層
に
わ
た
『

て

受
け
入
れ
ら
れ
て
い
っ

た
。平

安
時
代
の
末
期
に

な
る
と
東
北
地
方
で
も
、

阿
弥
陀
僧
仰
が
盛
ん
に

な
り
、
藤
原
消
衡
は
天

治
元
年
（
一

匸
一
四
）

に
、
阿
弥
陀
堂
で
あ
る

金
色
堂
を
平
泉
の
中
尊

寺
境
内
に
、
藤
原
秀
衡

の
妹
徳
尼
は
永
歴
元
年

（
一

ヱ
（
○
）
に
白
水

阿
弥
陀
堂
、
４
鴆

｀
Ｊ

秀

衡
の
妻

は
治

承
元
年

（
一
一

七
七
）

に
高

蔵
寺
阿

弥
陀
堂

｛
％

Ｓ
乃
Ｊ

‘
を

建
立
し

て

い
る
こ

と
か

ら
も

、
窺

い

知
る
こ

と
か

で
き

る

。

三

常
院
の

阿
弥
陀

三

尊
仏
も

、
こ

の
時

期
の
も

の
で

。
こ

の
こ

と
は
阿

弥
陀

信
仰

が
藤
原

氏
な

ど
支
配

層

ば

か
り

の
も
の

で
な
く

、

洞
見

の
よ
う

な
草

深

い
地
に

お

い
て

も

、
阿
弥

陀

仏

の
慈
悲

に
す

が
り

、
極
楽

浄
土

へ

の

往
生
を
願

う

多
く

の
庶

民
の
存

在

を
物

語

り
て

い
る
。

昭

和
六

十
年
三

月

、
町
で

は
、
光

明
寺

の
三

常
院
木

造
阿

弥
陀

三
尊
立

條
を

町
の
有

形
文

化
財

（
彫

刻
）
に

指

定
し

た

。

参

考
文
献
　

『
国
見

町

史
‘
第

一
巻

第

四
卷

。

『
信

達
二

郡
村

誌
』

。

『
仏

像
図
典

』
健

和

隆
研
、
「
仏
像

」

Ｎ
Ｈ
Ｋ

プ

ノ
ク
ス

愛
の
献
血
に

百
十
八
名

七

月
十

九
日

。
献
血

バ
ス

が
来
町

し

、
轟
江

野
小

学
校
、

睦
商
会

、
清

水

製
作
所

、
役

増
前
の
四

か
听
で

献

龕
活
蕀
を

行

い
ま
し

た
。

今
年

は
、
国

際
膏
年

年

の
年
で

、

町

商
Ｔ
ふ
会

冑
年

部
、

曩
裏

青
年
会

議

听

な
ど
の

方

々
が
協
力

を
し

て
く
だ

さ
り

。
百

十
八

名
（
申

し
込

み
者
は

百
一
一
十
こ
一
名

）
の
方

々
が
献
血

を
し

て
く
だ

さ

い
ま
し

た
。

ご
協
力

あ
り

が

と
う
ご

ざ

い
ま
し

た

。

次

回
の

猷
盍

バ
ス
の

来
町

は
、

九

川

九
日
の

予
定

と
な

っ
て

い
ま
す
の

で

、
み

な
さ
ん

の
ご
協

力
を

お
願

い

い
た
し

ま
す

。

齦

龜
あ
り

が
と
う

ご

ざ

い

ま

し

た

（
順
不
同

・
敬
称
略
）

《

一

般

脇

力

）

高

檎
　
　

力

吉

田

英

夫

小

西

常

夫

後

藤

忠
　
一

松

浦

万

助

秋

葉

多
喜
子

馮

富
　
一
　
元

斎

藤

勇

子

後

薦

他

良

佐

藤

ず
み
子

宍

戸

キ

イ

小

野
　
つ
や
子

岩

城

久

人

実

沢

和

夫

菊

地

吉

伴

噴

居

政

夫

斎

藤

規

眼

蓬

田

正
　
一

佐

藤

賢

二

佐
久
閥

伊
外
夫

蓬

田

冓
　
一

斎

藤

里

子

渡
富
散
　
　

繁

佐
久
間
　
ッ
ヤ
子

大

内

幸

子

コ
ー
品

日
出
男

鈴

木

竹

夫

半

釈
　
　

豊

佐
久
間

敏

雄

岡

田

盛

正

八

鳥

義

信

釉

木

達

男

斎

藤

恵
美
子

斎

藤

福

子

佐

藤

直

子

宍

戸

文

平

吉

田
　
ヨ
シ
子

佐
久
間

幸

蝮

高

橋
　
　

正

穗

江

紀
江
子

佐

藤

イ
ワ
子

吉

田
　
（

ル
イ

石

川

敏

章

斎

藤
　
　

盛

大

冷

森

治

佐
久
聞

ナ
ミ
子

八

鳥

富
　
一

後

藤

繁

雄

阿

部

節

子

《

商

工

盍

》

朽

木

好

秋

臆

江

溥

典

宍

戸

イ
ェ
子

樋

口

金

縷

古

田

良
　
一

吉

田

ト
　
エ

佐
久
聞

正

男

鈴

木

俊

博

大

森

忠
治
郎

穐

月

辰

也

穏

苅

栄

治

佐
久
間

ヨ

ネ

森

林

喜

助

松

滷

鯵
　
｝

（

鱠

商

盍

）

山

内

捷

子

谷

津

ひ
ろ
み

志

田

光

枝

関
　
　

秀

和

小

出

ち
い
子

浦
　
　

健
　
一

羽
恨
田

麗

子

進

藤

よ
し
い

本

田
　
タ
キ
子

亀

岡

正

弘

鎌

倉
　
　

亨

斎

藤

初

子

（

湧

水

観

作

所

）

小

幕
　
　

功

土

屋

広

実

血

地

す
み
え

佐

庫

幸

治

瀬

戸

次

男

（

国

見

精

機

）

菅

野
　
　

実

眥

原

光

子

反

田
　
キ
ミ
イ

斎

雷

敏

枝

本

田

政

子

（

国

見

町

農

協

》

大

波

建
　
一

熊

坂

文

男

佐

藤

愛

子

小

野

良

夫

小

池

幸

古

《
轟
江
野
小
学
校
）

大

和

金
ご一
郎

佐

藤

牧

衛

冨

田

弘

子

石

幡

清

朗

佐

藤

祐

子

池

田

カ
ッ
子

《

国

見

ガ

ス

》

舛

木

広

茂

八

巻

千
代
子

《
国
見
町
役
場
》

小

池

芳

男

羽
椎
田

孝

司

膏

野

信

朗

菊

地

弘

脣

武

田

正

裕

藹

分

次

雄

膏

原

文

子

天

野

英

子

八

鳥

知

子

粛

藤

麦
和
子

佐

藤

克

成

菊

地

富

子

谷

津

富

夫

蓬

田

恭

子

屹

野
　
　

功

阿

部

正
　
一

鈴

木

捷

治

岡

部

正

子

小

西
　
　

茂

高

橋

謇

久

協
力
右
　

一
二
一
二
名

探
瘋
者
　

一
一
八
名



福
島
県
勤
労
者
美
術

展
覧
会
の

作
品
を
募
集

福
島
県
、
福
鳥
県
教
育
委
員
会
、

’福
鳥
県
労
政
協
会
主
催
、
端
鳥
県
労

働
福
祉
協
議
会
、
福
島
県
労
働
金
庫

な
ど
後
援
の
、
第
二
十
四
回
福
島
県

勤
労
者
美
術
展
覧
会
の
作
品
を
次
の

と
お
り
募
集
し
て
い
ま
す
。

作
品
の
規
格

日
本
画
　
六
号
か
ら
百
号
ま
で
．

洋
　
面
　
日
本
画
に
準
ず
る
。

（
版
画

を
含

む
）

書

額
装
仕
上
が
り
9
0`

×
2
1
2
1

以
内
・

釈
文
を
必

ず
貼
付
す
る
こ
と
．

写

真

四
ッ
切
以
上
．
組
写
真

は
三
枚
ま
で
を

】
点
と

し
、
レ
イ
ア
ウ
ト
を
付

す
る
こ
と
．

装
　
丁

Ｈ
日
本
画
・
洋
画
・
書
に
つ
い
て

は
額
装
し
、
写
真
に
つ
い
て
は

パ
ネ
ル
張
り
と
す
る
。

口
各
部
門
と
も
ガ
ラ
ス
を
使
用
し

な
い
こ
と
。（
ア
ク
リ
ル
は
可
）

白
作
品
の
裏
に
、
掲
示
用
の
フ

’

ク
・
紐
な
ど
を
付
け
る
こ
と
。

出
品

者

県
内

の
勤

労
者

の
作
品

で
未

発
表

の
も

の

。

出
品

点

数

一
種

目

一
点
と
す

る

。（
写
真

は
二

点
ま

で
）

会
　

期

九
月

五
日
（
木
）
～

九
月

八
日
（
目
）

会
　

場

福
島

県
文
化

セ

ン
タ

ー
　

三
階

展

示
室

搬
　

入

九
月

一
日
（
日
）
九
時
～

十
六
時

文
化

セ

ン
タ
ー
西

口

※
な
お
．
く
わ
し
く
は
、
雲
二
一
一

一
一
一
一
　
福
励
県
労
政
課
ま
で

お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
・

予
約
受
付
中
で
す

～
県
民
手
帳

、す

が
た
、
要
覧
？

町
企
画
課
で
は
、
県
民
手
帳
、
県

の
す
か
た
、
県
勢
要
覧
の
昭
和
六
十

一
年
版
の
予
約
申
し
込
み
蠢
を
部
落

回
覧
し
て
い
ま
す
。
内
容
は
次
の
と

お
り
で
す
。
ぜ
ひ
、
一
家
に
一
冊
お

求
め
く
だ
さ
い
。

◆
県
民
手
帳
（
統
計
賢
料
付
き
）

三
百
五
十
円

◆
県
の
す
が
た
（
最
新
地
図
、
統
針

グ
ラ
フ
七
色
刷
）
三
百
五
十
円

◆
県
勢
要
寛
（
県
勢
が
ひ
と
め
で
わ

か
る
資
料
）
　
　
　
　

千
三
百
円

農
業
共
済
組
合
で

職
員
を
募
集

伊
達
地
方
農
業
共
済
組
合
で
は
、

昭
和
六
十
一
年
度
採
用
予
定
の
職
員

を
次
の
と
お
り
募
集
し
て
い
ま
す
．

◇
職

種

一
般
事
務

◇
採
用
予
定
人
員

国
見
町
か
ら
男
子
若
干
名

◇
受
験
資
格

昭
和
三
十
七
年
四
月
二
日
以
降
に

生
ま
れ
、
昭
和
六
十
一
年
三
月
ま

で
に
高
校
以
上
卒
楽
ま
た
は
卒
業

見
込
み
の
者

◇
賦
験
の
方
法
お
よ
び
期
日

筆
記
献
験
　
十
月
六
日
（
日
）

（
高
卒
程
度
で
行
い
ま
す
）

面
接
試
験
　
十
月
十
九
日
（
土
）

◇
受
験
の
申
し
込
み

九
月

十
一
日
～

九
月

二

十
日
ま
で

（
郵
送

の
場
合

は

、
九
月

二
十
日

ま
で

の
消
印

か

あ
る
も

の
）

※
詳
し
い
こ
と
は
、
伊
達
地
方
農
業

共
済
組
合
（
保
原
町
大
宰
大
泉
字
大

地
内
一
〇
四
、
Ｓ
七
五
一

三

匸
一
六
）

へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
．

道
路
は
だ
れ
の
も
の
？

わ
た
し
た
ち
が
使
う
、
貴

重
な
財
産
で
す
。

広
く
、
美
し
く
、
安
全
に

利
用
し
ま
し
ょ
う
。

－

八
月
は
道
路
を
ま
も
る
月
間
―

ご
存
じ
で
す
か

検
察

審

査
会

詐
欺
・
お
ど
し

‘
交
通
事
故
な
ど

の
被
害
に
あ
っ
て
。
警
察
や
検
察
庁

に
告
訴
し
た
か
、
検
察
官
か
そ
の
事

件
を
裁
判
に
か
け
て
く
れ
な
い
。
ど

う
も
納
得
で
き
な
い
。
－

こ
ん
な

不
満
を
も
っ
て
い
る
方
は
い
ま
せ
ん

か
。
そ
う
い
う
方
の
た
め
に
検
察
審

査
会
が
あ
り
ま
す
。

検
察
審
査
会
は
、
有
権
者
の
中
か

ら
「
く
じ
」
で
選
ば
れ
た
十
一
人
の

検
察
審
査
貝
か
、
国
民
を
代
表
し
て
。

検
察
官
が
被
疑
者
を
起
訴
し
な
か
っ

た
こ
と
（
不
起
訴
処
分
）
の
当
否
を

審
査
す
る
こ
と
を
、
主
な
仕
事
と
し

て
い
ま
す
。

刑
事
裁
判
は
。
原
則
と
し
て
、
検

察
官
が
起
訴
し
た
事
件
に
つ
い
て
の

み
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す

の
で
、
検
察
官
か
、
当
然
起
訴
す
べ

き
事
件
を
不
起
訴
に
す
る
と
、
犯
人

を
処
罰
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い

う
不
合
理
な
結
果
に
な
り
ま
す
。

検
察
審
査
会
制
度
は
、
こ
の
大
切

な
検
察
官
の
仕
事
に
、
国
民
の
常
識

的
な
意
見
を
反
映
さ
せ
て
、
そ
の
適

正
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
制
度

で
す
。

検
察
審
査
会
は
、
全
国
二
百
七
箇

所
に
置
か
れ
、
い
ず
れ
も
裁
判
所
と

同
じ
建
物
内
に
あ
り
ま
す
。

検
察
官
の
し
た
不
起
訴
処
分
に
ご

不
禰
を
お
持
ち
の
方
や
、
検
察
審
査

会
に
つ
い
て
も
っ
と
群
し
く
お
知
り

に
な
り
た
い
方
は
、
福
島
市
花
園
町

五
番
四
五
号
、
福
鳥
地
方
裁
判
所
内

端
島
検
察
審
査
会
事
務
局
（

合
三
四

一

ニ

ー
五
六
内
線
二
七
四
）
に
お
気

軽
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
手
数
料

は
無
料
で
す
。



善

意

の

窓

町
社
会
福
祉
協
議
会
に

◆
山
内
祐
き
ん
（
大
町
南
）
か
ら

五
万
円

―
故
チ
ョ
さ
ん
の
ご
遺
志

◆
国
見
町
理
容
・
美
容
親
睦
会
か
ら

一
万
円

職
田
小
学
校
に

◆
山
内
祐
さ
ん
（
大
町
南
）
か
ら

二
万
円
‐

故
チ
ョ
さ
ん
の
ご
遺
志

お
詫
び
と
訂
正

先

月
号

の
筱
意

の
窓

で
、

高
橋
友

義

さ
ん

（
‘

’一
恥

）
と
あ

る
の

は

（
卜

知
）

の
誤

り
で
す
・

お
詫

び
し
て

訂

正

い
た
し

ま
す

。

国
鉄
か
ら
感
電
事
故

防
ｉ

に
つ
い
て

国
鉄
の
架
線
に
は
、
在
来
線
で
二

万
ボ
ル
ト
、
新
幹
線
で
は
二
万
五
千

ボ
ル
ト
の
高
圧
竃
線
か
流
れ
て
い
ま

す
。
最
近
、
感
電
事
故
か
各
地
で
発

生
し
て

い
ま
す
。
感
電
す
れ
ば
死
亡

事
故
に
も
っ
な
が
り
ま
す
。

次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

一
、
線
路
附
近
で
は
、
ア
ル
ミ
製
の
簡

尺
や
金
城
製
巻
尺
を
使

ぶ
Ｑ
測
鰍

な
ど
の
作
業
を
す
る
こ
と
は
。
感

電
事
故
の
原
因
と
な
り
危
険
で
す

か
ら
や
め
ま
し
ょ
う
「

二
、
釣
竿
を
長
く
呻
ば
し
た
ま
ま
、
鵡

切
や
線
路
を
横
断
し
な
い
こ
レ
・
。

最
近
の
釣
竿
は
心
流
か
通
じ
や
す

い
材
質
で
っ
く
ら
れ
て
い
ま
す
．

な
お
、
踏
切
以
外
の
杖
断
は
、
列

車
に
衝
突
す
る
危
険
も
あ
り
ま
す

絶
対

に
や

め
ま
し

ょ
う
。

・一
、
架
線

の
近
く

で

タ
コ
上
げ

な
ど

の

遊
び

も
危
険

で
す

の
で
や

め
ま
し

福祉年金

受給者のみなさんへ

８月の支給を受けた方は、お早め

に福祉年金証書と特別証書（２枚）

を町役場年金係まで提出してくだ

さい。

提出期限８月末日

戸籍の窓口
（７ 月受付 分）

出生おめでとうござ い ます

子 の 名 保 護 者　 部 落

拓　也(た く や)斎藤　五朗　滝　 山

裕 香(ゆ　　か)佐藤 道夫　鶉　 町

佑　介(ゆうすけ)松田　岩夫　貝　 田

梢( こ ず え)梅月　　繁　駅　 前

絵 理( え　　り)藁座 貞夫　第　 八

歩( あ ゆ み)佐藤　 浩 大 町 北

恵　子(け い こ)阿 部　松次　貝　 田

宝 典{たかのり}高檎　長俊　貝　 田

祐 弥( ゆ う や)穂苅 栄治 宮 町 南

杜　子(ひ ろ こ)佐藤　和美 耕　 谷

純 美(あ つ み)吉田　利春　町　 東

あゆみ　　　　 石川　義博　第　 四

ご 結婚おめでとうご ざい ます

氏　　 名　　　　　　部 落

佐 藤　光　夫　　　　 源宗山西
関 根 恵 子　　　　 月 館 町

近 野 富　次　　　　 第　　三

後 蕕 靖　子　　　　 第　 八
小 幡　槽　明　　　　 驚　 一

今 野 肝 子　　　　 飯 坂 町

お く やみ申し上げ ます

氏　　 名　　　年齢　　 郎　落
佐 藤 キ　 ク　　87　　 泉 田 下

渡　郎 正　次　　78　　 山　 很

山 内 子　ヨ　　84　　 大 町 市

武　田　コ　フ　　89　　 藁　 三

佐 藤　マツイ　　85　　 原　 町

荒　JII　文　一一　　81　　 川　 内

人口と世帯

８月１日現在(前月比)７月中のうごき

人
　
　
1
1
1

男5  , 5 、ｎ･j l）

女6. 】69j、(  十 )

･計ll.! 人 ( 十 2･ILI

I世弗数2  75戸,!土座

転　 ん 24  人

転･ 出　6 人

出 生　12人

死　亡　6 人
=-

心配ごと相談日
増所 ： 役場 二 階 相 談 室1 東側λLI●ら物 人 り 下 さ･|

時 間 ： ９畤 ～12 畤

こまったことや、相談ごと がありましたら。

お気僅にご相談下さい。 秘密は絶対に守り ます。
〔相 破 員 〕

８月24 日 (土）遠藤　喜市・山内 聰子

９月５日（木）菅野 賛郎・簗瀬 貞子

９月14 日 (土）樋口　清三・佐藤マサイ

８月　葉月（はづき）

に幻 日 (水）小中学校

二学期始業式

心

日 - ( 金 ) 満　月，

９月　長月（ながつき）

1  日 (  日 ) 百 十 日

防 災 の 日

8  日 (  員 白 総

ｰ  5 日 ･（ 日） 敬 老 め 日



公
民
館
だ
よ
り

国見町公民館

08 5  ｰ 2 6 ワ６

（有）４156

少年仲問づくり教室

キャンプ研修会（ ７ 月20 日 ～22  日 )

～霊山子供の村～

▲炊はんも協力して４雨でキ ャンプファイヤーは出擔な かったlj れど．室内ゲームでみんな楽しく

卜

圧

禅

で

精

神

暖

一

、

「
だ
れ
だ
、
目
を
あ
け
て
い
る
の
は
″
」

心
に
残
っ
た
キ
ャ
ン
プ

キ
ャ
ン
プ
の
思
い
出

小
坂
小
五
年
　
安
藤
浩
史

ぽ
く
の

一
番

の
思

い
出

は
、
テ

ン

ト
で

ね

る
時
だ

っ
た

。
四
乍

の
花
片

Ｒ

の
？

。ふ

を

聞
け

た
か

ら
り

ぽ
く
の
テ

ン
ト

の

人

た
ち
の
あ

だ

名

は
、
六

年
の
啓

貴

君

が
、
ゴ
リ
ラ

。

ぽ
く

は

、
ア

ン
、。

‐。
番
ち

っ
ち

ゃ
い

瀬

戸
君

は
、

バ

″
チ

。
花
井

は

、
鼻

毛

。
小
島

は

、
む
や

し

だ
。

鼻
毛

は
、
す

ぐ

ね
て
し

ま
っ

た
の

で
、
ね
ご
と
を
聞
こ
う
と
し
ダ
。

－
花
片
、
六
時
だ
ぞ
、
お
き
ろ
。
」

と
、
『
７

た
ら
。
「
眠
い
。
」
と
言

っ
た
。
こ
ん
ど
は
、
「
花
井
、
九
時

だ
ぞ
、

｀
と
言
‐Ｊ
て
、
ラ
イ
ト
を
て

ら
し
て
、
『
ま
だ
眠

い
。
お
日
さ
ま

テ
カ
テ
カ
。
』
『
花
井
、
ご
は
ん
だ

ぞ
。
朝

め
し
食
わ
な
き
や
昼
釣
し
食

え
ね
え
ぞ
。
』
と
＆

つ
て
。
ラ
イ
ト

を
渡
し
た
ら
、
「
固

い
。
」
と
言
『

て
す
て
た
。
み
ん
な
で
大
笑
い
。。

こ
ん
ど
は
、
「
花
井
く
ん
、
好
き

な
人
い
る
？

。ご

と
聞
い
た
ら
、
う

な
ず
い
た
。
「
男
、
攵
？

」
『
男
』

「
名
前
は
？
」
「
ゴ
リ
ラ
。
‘

「
き
ら
い
な
人
は
冫
」
「
バ
ッ
チ

は
。
ぱ

冫
っ
い
。
ア
ン
は
デ
ブ
。
」

ぼ
く
は
、
な
ぐ
り
そ
う
に
な
っ
た
。

そ
し
た
ら
、
花
井
か
お
き
て
、「
今
、

抻
さ
ま
に
好
き
な
人
聞
か
れ
た
。
」

な
ん
て
言

ｌ
て
。
ま
た
大
笑
い
し
た
。

ほ
か
に
。
竪
山
や
炊
は
ん
を
し
て

と
て
む
楽
し
か
っ
た
。
友
だ
ち
し
で

き
と
て
も
よ
か
っ
た
。。

キ
ャ
ン
プ
の
思
い
出

大
木
戸
小
六
年
　
関
　
純
子

汗
水
流
し
て
、
み
ん
な
で
協
力
し

て
作

、
た
ご
飯
は
、
と
て
も
お
い
し

か
っ
た
。

私
か
一
番
思
い
出
に
残
っ
て

い
る

の
は
、
霊
山
登
山
だ
。
登
山
は
本
当

に
人
変

だ

っ
た
。
で

も
、
苦

し
さ

に

た
え
、

や
っ

と
項
ｈ

に
つ

い
た
時

の

気

持
ち

は
最

高
だ

り
た
’

こ

の
登
山
で

水
の

大
切
さ

を
如

っ

た
。、
。頂
上

に
つ

い
た
時
は
も

う
の

ど

か
カ
ラ

カ
ラ

、
水
を

ガ
ボ

ガ
ボ
飲
み

。

水

筒
の
水

を

全
部
飲

ん
じ

ゃ
っ
た

。

帰

り
は
水

か
な

い
か

ら
、
の

ど
か

か

わ

き
と
て

も
苦

し
か

七
た

。
私
は

。

「
水
を

全
部
飲

ま
な

い
で
少

し
残
し

て

お
け

ば
良
か

・
た

の
に

。
」
と
思

『つ
た
。

や

っ
と
、

子
供

の
村
に

つ

い
て

水

を

飲
ん

だ
ら

、
本
当

に

い
い
気
持

ち

だ
っ

た
’

「
こ

れ
か

ら
水
を

も

っ
と

大

切
に
し

よ
う

。
」

と
思

っ
た
’

二
番

め
に
思

い
出

に
残

っ
て

い
る

の
は
、

夕

ぺ
の
っ

ど
い
だ

。
本
当

は

キ

ダ
ン
プ
フ

ァ
イ
ヤ

ー
を

や
る
ん

だ

っ
た
け

ど
、
雨

で
中

止
。

と
て
も

残

念
だ

っ
た
。
歌

っ

た
り
、

ダ
ン
ス

を

し
た
り

。
特

に
、

お
も
し

ろ
か

っ
た

の

が
。
各
班

か
ら

の
出
し
物

。
こ

の

時

は
本

当
に

笑
っ
て

し
ま

っ
た

。

私

は
、
こ

の
教
室

に
入

っ
て
本

当

に
よ

か
・

た
と
思
う

。

だ
っ
て

、
こ

ん
な

に
、

お
も
し

ろ
い
キ

ャ
ン
プ

と

い
う

の
か
あ

っ

た
ん
だ
も

の
。
こ

ん

な
キ

ャ
ン
プ

だ

っ
た
ら
、

い
つ

ま
で

や

っ
た
『

で

よ
か

っ
た

。
そ

れ

に
、

ま

た
や
・
て

み

た
り

こ

の
キ

ャ
ン
プ

の
こ

と
は
、

六
年

生
の
思

い
出

と
し

て
、

心
に
し

ま
っ

て
お

き
た

い
。



小
坂
Ａ
チ
ー
ム
が

三
連
勝

第
六
回
少
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
人
会

は
、
町
教
育
委
員
会
主
催
。
公
民
館

主
管
で
七
月
三
十
一
日
午
前
八
時
か

ら
山
崎
運
動
場
で
行
わ
れ
、
小
坂
Ａ

チ

ー
ム
か
三
年
連
続
の
優
勝
を
渠
た

し
ま
し
た
。

こ
の
大
会
に
は
、
町
内
の
各
小
学

校
区
の
小
学
四
～
六
年
生
の
男
女
で

編
成
し
た
十
三
チ

ー
ム
か
参
加
し
ま

し
た
。

開
会
式
で
大
会
長
の
佐
藤
利
雄
敦

育
委
員
長
、
来
賓
の
抻
津
武
志
町
連

Ｐ
会
長
な
ど
激
励
の
あ
い
さ
っ
の
あ

と
試
合
開
始
と
な
り
ま
し
た
。

各
選
手
た
ち
は
、
唇
さ
に
負
け
匕

と
仲
間
同
士
大
き
な
声
を
か
け
あ
っ

て
、
元
気
に
プ
レ
ー
を
観
け
夏
休
み

の
一
日
を
楽
し
く
過
ご
し
ま
し
た
。

成
績
は
次
の
通
り
で
す
。

▽
準
決
勝

小
坂
A
　
1
2
1
1
　
大
木
戸

人
枝
Ａ
　
２
－

Ｏ
　
町
家

▽
決
勝

小
坂
Ａ
　
Ｈ
－

２
　
大
枝
Ａ

藤
田
地
区
ス
ポ
ー
ツ

振
興
会
で
奉
仕
作
業

～
山
崎
運
動
場
整
備
～

ス
ポ

ー
ツ

シ
ー

ズ
ン

だ
け

な
わ

自

分
た
ち

か
使
う

避

動
場
を

我

々
の

手

で
整

仰
し
よ
う

と

い
う

こ
と
で

、

七
月

三

十
日
火

曜
日

の
早
朝

五
時
一
．一

十

分
か

ら
各
自

、
唐
鍬

や
草

削

り
な

ど

を
持

ち
よ
り

山
崎

迎
動
場

の
草

む

し

り
、

石
拾

い
を
行

い
ま

し
た
．

ま

た
、
親
子

ソ
フ

ト

ボ
ー

ル
大

会

練

習

に
き
た
宮

町
北

、
町
東

子
供

会

の
生
徒

た
ち

の
手
伝

い
む

受
け

、
広

い
迎
動

場
も

き
れ

い
に
整

備
さ

れ
ま

し
た
．．

公

民
館

事
楽

（
活
助

）
に
多

く
の

み
な

さ
ん

か
ら
、

あ

た
た
か

い
お
力

添
え

を

い
た
だ

い
て
お

り
．

本
１

に

有

難
く
鵬

謝
し
て

お

り
ま
す

．
厚
く

お

礼
を
申

し
あ

げ
ま
す

．

▲鶫戦が掃りひろげられたソフトボール大会

Åグランド整偏に汗を流す

町
民

テ

ニ

ス

教
室

の

お
知
ら
せ

町
瓜
ソ

ー
ル
な
ど
の
建
設
Ｅ
俳
の

た
め
川
講
が
中
止
と
な
り
て
む
り
ま

し
た
硬
式
テ
ニ
ス
教
室
が
八
川
．
．卜

八
日
よ
り
開
講
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
の
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
ず
．

０
内
容
　
婦
人
を
対
象
に
し
た
初
心

者
テ
ニ
ス
教
室

○
講
師
　
県
テ
ニ
ス
協
会
指
導
・貝

阿
部
光
子
先
生

○
定
員
　
．一
．
十
名

〇
時
間

午
前
九
時
～
午
前
十
一
時

○
回
数
　
六
回
（
％
％
％
％
路
男
）

○
会
場
　
運
動
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

○
受
講
料
　
『

Ｏ
Ｏ
Ｏ
円

国

見
の

民

話

な
ま
け
も
の
の

は
な
し

大
木
戸
　
阿
部
ツ
ル
ノ
さ
ん
談

む
か
し
む
か
し
．
あ
る
と
こ
ろ
に

わ
か
い
し
の
か
、
ま
ん
ま
食
っ
て
は

神
様
の
住
む
家
（
神
杜
）
さ
行
っ
て
、

ご
ろ
り
寝
て
る
、
ま
た
、
ま
ん
ま
食

っ
て
は
神
様
の
案
さ
行
っ
て
寝
て
る
、

朝
か
ら
晩
ま
で
、
昼
休
み
ば
っ
か
り

し
て
た
と
．
毎
月
毎
日
し

り
た
ど
．

だ
け
ど
、
あ
る
日
の
こ
と
、
い
ま

っ
と
楽
し
て
、
い
ま
っ
と
う
ま
い
も

の
食
っ
て
い
た
い
な
っ
て

神
様
さ

Ｆ
（
口
わ
し
て
　

お
が
ん
だ
っ
て
．

ほ
う
し
た
っ
け
神
様
に
．

『
ほ
ん
じ
ゃ
　
い
ま
『
と
　
う
ま
い

も
の
食
っ
て
、
い
ま
っ
と
楽
し
い
こ

っ
た
ら
ば
、

案
内
す
っ
か
ら
』

と
っ
て
、
神
様
に
案
内
し
ら
っ
ち

ゃ
と
’

さ
あ
、
油
こ
い
も
の
か
ら
、
甘

い

む
の
か
ら
、
食
い
た
て
な
ん
ね
く
ら

い
、
お
胼
さ
っ

ご

Ｉ
い
て
　
ニ
ト
日

あ
ま
り
も

食
わ
せ
ら
っ
ち
ゃ
と
．

ほ
う
し
た
れ
ぱ
、
ま
あ
、
こ
ん
だ

体
、
ひ
か
ひ
か
油
ば
つ
い
て
、
肥
え

て
な
い
、
ほ
ん
じ
え
　
こ
ん
で
は
．

あ
ん
ま
り
油
つ
い
た
か
ら
、
裏
の
方

さ
で

も
行

り
て

み

っ
ぺ
、
運
動

す

っ

べ
と
思

り
て

。
裏

の
方

さ
行

り
た
と

、

ほ
う

し

た
れ

ぱ
。
炭

一
俄
ば

か
り
で

な
く

、
二

儀
も

三
儀
も

、
こ

ん
こ
ん

こ

ん
こ

ん
こ
　

と
お

こ
し
て

。
そ
う

し
て

、

人
、
み

な
、
串

し

ゃ
刺

し
て

、

油
、

じ
わ

じ
わ
　

じ
わ

じ
わ
　

と

っ

て
た

と
こ

さ
行

っ
た
と

。

あ

あ

、
こ

ん
じ
え

は
、
こ

だ
と

こ

さ

と

っ
て

も
　

い
ら

ん
に
え

、
う

ま

い
も
の
　

御
馳

走
食

っ
て

い
ら
ん

に

え

、
逃

げ
出
す

べ
え

と
思

っ
た

れ
ば
、

「
お

め
え
、
今

油
　

と

っ
と
こ

だ

の
に
　

逃
げ

ら

っ
ち

え

い
ら
れ

り
か
」

つ
て

。
加
ま

っ
ち

ゃ
た
と

。

さ
あ

。
だ

だ
こ

ね
は
匕

ま

っ
た
と

「
た
す

け
て
く

ん
ち

え
、

た
す
け

て

く

ん

ち
え
」

り
て

。

「
何

だ
、
あ

の
体

や
み
や

ろ

が
、
お

お
だ

だ
　

こ
ね
て

る
」

と

な
り

近
所
の

づ
ん

つ
あ
ま

、
ば

あ
さ

ま
集

っ
て
き

た
と
、

『
腹

痛
え

の
か
　

頭
術
の

か
』

つ
て
言

り
て
も

「
あ

あ
あ

ん
　

あ

あ
あ

ん
あ
ん

」

だ
だ
こ

ね
て
し

ょ
う
ち

し
ね

え
ど

。

一
。何

し

た
　

腹

痛
い
か
　

頭

痛
い
か
、

ど

こ
わ

り
い
ん

だ
」

つ
て
、

み
ん
な

に
手

足
つ
か

ん
で

も

ら

っ
た
と

。

そ
し
て

、
今
串

し

ゃ
刺

さ

れ
ん

と

し

た
時

、
ぼ

り
と
眼

が
党

め
た
と
、

こ
う

い
う

わ
け

で
、
こ

人
な

い
ま
し

め
受

け
た

ん
だ
ど

。
　
　

お

わ
り



阿

部
房

子

さ
ん

が

一

席

に

人

選

～
旧
勢
調
査
ポ
ス
タ
ー
～

今

年
十

月
一
日

に
行

わ
れ

る
、
昭

和
六

十
年

国
勢

調
査
の

ポ
ス

タ

ー
図

案

お
よ
び

標
語
の

コ

ン
ク

ー
ル
で

、

大
木

戸
小

学
校
五

年
の

阿
部

川
子

さ

ん
か

、

ポ
ス
タ

ー
の
郎

で
、

見
事

一

席

に
選

ば
れ
ま
し

た

。

こ

の
ほ

ど
、
総

務
庁

統
計
‥
川
か

ら
、

表
彰
状

と
記
念
品

（
カ

メ
ラ

）
か

送

付
さ

れ
、

七
月

十
三
日

、
町

長
索

で

菊
地

町
長

か
ら
房

子
さ

ん

に
、
表

彰

状
と
記
念
品
か
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
七
月
十
五
日
に
、
人
木
戸

小
学
校
で
、
佐
久
間
宗
罕
校
長
か
ら

房
子
さ
ん
に
、
表
彰
状
と
記
念
品
か

全
校
生
徒
の
前
で
手
渡
さ
れ
、
こ
の

快
挙
を
全
校
生
徒
で
喜
び
合

い
ま
し

た
。ミ

ス
ピ
ー
チ
が

来
　

庁

福
島

の
モ

モ
を

全
川

に
Ｐ
Ｒ

す
る

劭
ミ

ス

ピ
ー
チ

か

、
七
月

】．
卜
Ｋ

Ｈ

そ
ろ

い
の
ワ

ン

ビ
ー
Ｘ

に
身
を

つ
つ

み
、
役

場
を

訪
問
し

ま
し

た
．

今
年

で
二

十
二
代

に
な

る
ミ

ス

ピ

ー
チ

十
人
の

う
ち

の
五
人

で
、

代
表

で
あ

い
さ
つ

を
し

た
菅

野
淳
子

さ
ん

（
桜

の
聖
母

短
大
生
　

卜
八
歳

）
は

．

「
新
鮮

で
あ

ま
ぐ

お

い
し

い
福

鳥
の

モ
モ

の
Ｐ

Ｒ

に
努

め
ま
す
Ｊ

と
語
り

、

廠
員

か
ら
盛
人

な

拍
手

を
受
け

て

い

ま
し

た
．

ま

た
、
渡

部
助

役
は

「
モ
モ

の
Ｐ

Ｒ

は

も
ち

ろ
ん
の

こ
と

、
福
鳥

の
良

さ
も

全
国

に
Ｐ
Ｒ

し
て
く

だ

さ

い
．

体

に
気

を
つ

け
、
．兀
気
で
頑

恨

っ
て

く
だ
さ
い
に
と
勲
励
し
ま
し
た
。

な
お
、
お
盆
こ
ろ
帰
省
客
で
に
ぎ

わ
う
販
北
自
動
巾
道
国
見
サ
ー
ビ
ス

エ
リ
ア
で
も
、
ミ
又
ビ
ー
チ
か
活
躍

し
ま
す
。

▲全枚生徒の前で表彰状を受ける阿部房子さん

AI 席に入選した阿留さんの作品

▲そろいのワンピースに身をつつんだ５人の美女たち

青
少
年
健
全
育
成

町
民

会

議
が

行
わ

れ

る

七
月
十
五
日
町
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
、

国
見
町
青
少
年
健
令
育
成
会
離
か
、

広
く
町
民
の
総
意
を
結
集
し
、
国
。

県
お
よ
び
近
隣
市
町
の
施
策
と
呼
応

し
、
青
少
年
の
健
令
な
育
成
を
図
る

こ
と
を
口
的
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。会

議
に
は
、
菊
地
政
治
町
長
を
は

じ
め
。
桑
折
警
察
署
長
。
各
機
関
、

各
橦
団
体
お
よ
び
事
業
所
の
代
表
の

人
た
ち
百
人
か
出
席
し
ま
し
た
。

年
間
努
力
事
項
と
し
て
卜

幸
校
、

家
庭
、
地
域
杜
会
関
係
機
関
、
関
係

団
体
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
十
分
認

畿
し
、
互

い
に
協
力
し
あ
っ
て
三
な

い
運
動
（
捨
て
な
い
、
こ
わ
さ
な
い
、

よ
ご
さ
な

い
）
を
進

約
る
Ｉ

。

紅
月
第
二
日
曜
日
を
「
青
少
年
育
成

強
調
日
」
と
し
、
み
ん
な
で
意
欲
を

高
め
る
１

の
二
点
を
定

め
、
全
町

民
に
よ
る
非
行
の
な
い
明
る
く
住
み

良
い
国
見
町
を
提
唱
し
、
出
席
者
全

貫
で
確
紹
し
て
終
了
し
ま
し
た
。

Ａあいさつをする菊地町長

森
江
野
小
学
校
で

ク
リ

ー
ン
活

動

七
月
九
日
、
森
江
野
小
乍
校
で
は
、

‐‐
年
生
か
ら
六
年
生
ま
で
の
全
枚
児

童
肖
九
十
名
か
、
森
江
野
小
学
校
付

近
の
道
路
な
ど
の
ゴ
ミ
拾
い
を
行
い

ま
し
た
．

梅
雨
時
の
長
雨
の
た
め
、
こ
の
日

ま
で
延
び
延
び
に
な
っ
て
い
ま
し
た

が
、
こ
の
日
は
快
晴
に
恵
ま
れ
、
八

班
に
分
か
れ
た
児
竃
は
、
道
路
わ
き

や
側
溝
な
ど
に
落
ち
て
い
る
空
き
カ

ン
や
ゴ
ミ
な
ど
を
拾
い
集

め
ま
し
た
．Ａあい かわらずのゴミの多さ

編

集

日

記

◇
先
月
号
で
お
知
ら
せ
し
た
と
お
り

八
月
は
「
屋
外
広
告
物
を
き
れ
い
に

す
る
運
動
」
期
間
で
す
。
商
速
道
と

新
幹
線
か
ら
五
百
に
以
内
は
禁
止
区

域
で
、
こ
の
た
び
、
山
崎
山
と
阿
津

賀
志
山
に
あ
っ
た
『
酒
は
大
七
』
の

冊
板
か
取
り
は
ず
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
は
広
告
主
が
こ
の
趣
旨
を
理
解
さ

れ
、
自
ら
除
去
さ
れ
た
も
の
で
す
。

今
後
も
町
内
の
美
観
風
敖
維
持
の
た

の
、
法
や
県
条
例
を
よ
く
知
り
快
適

な
環
境
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

◇
今
回
も
、
ゴ
ミ
拾
い
の
取
材
を
し

ま
し
た
か
、
あ
い
か
わ
ら
ず
の
ゴ
ミ

の
山
。
い
っ
に
な
り
た
ら
、
ゴ
ミ
か

な
く
な
る
こ
と
や
ら
…
…
…
　

Ｓ

鈿
集

国
兇
町
企
画
課

槽
鳥
県
伊
達
郎
国
兄
町
大
辛
藤
田
字
一
丁
田
二
２
の
Ｉ

・

九
六
九
一
一
七

ａ
（
○
二
四
五
）
八
五
一
二
一
一
一
（
代
表
）
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